
〔目  的〕 

  障がい者の企業への就職と職場定着をより一層進めるための関係機関における連携協力体制の構築 

 を目指す。 

〔活動内容〕 

 ○ 各委員会、プロジェクトの活動を整合性をとりながら事業を円滑に進めるため、情報共有する 

  とともに検討・調整 

 ○ Ｂ型事業所等の参加（6事業所） 

   ○  就職者実績報告、障がい者短期トレーニング促進事業報告、OJT推進員派遣事業活動報告 など 

 ○ 「じょぶチャレいいやまプロジェクト」の役割を再検証し廃止 

   ➔障害者就業・生活支援センター、総合相談支援センターで対応 

 

*



 

〔活動の方向性〕 
 ○ 関係機関のネットワーク体制の強化、雇用事業主に 
  対する支援制度・支援体制のわかりやすい紹介 
 

 

〔活動内容〕 
 ○ 企業に向けた部会紹介用のリーフレットを作成 
 ○ 「就労場面における合理的配慮について」をテーマに研修会を開催 
 ○ 事業所視察（(株)フジすまいるファーム飯山様） 

    ➔Ａ型事業所の労働実態、サポート体制の把握 
 

 

〔次年度に向けて〕 
 ○ リーフレットの使用場面が明確でなかったため使用されることが少なかった 
  ことから、関係者にリーフレット作成の経緯を丁寧に説明し活用を促進 
 ○ リーフレットのリバイス  
  
 







〔活動の方向性〕 
 ○ ケース検討をふまえ、個別の課題に対する支援のあり方、就業継続の 
  ための各関係機関の役割分担について協議 

   ➔ 共通認識、担当者のスキルアップ 
 

〔活動内容〕 
 ○ 毎回テーマに沿ったケース検討の実施  
  「定着支援」、「合理的配慮」、「実習」、「権利擁護」、 
  「求人開拓とマッチング」、｢つなぐ」、「意思決定支援」、 
  「離転職が頻回な生活困窮者への支援」 

 ○ 求職者・実習状況の共有                   
 
〔次年度に向けて〕 
 ○ 引き続き、個々のケースから新たなテーマを抽出し、検証 
 



 

〔活動の方向性〕 
 ○ ローカル紙2紙への月１回掲載の継続 
   （北信ローカル・北信濃新聞） 
 
 

〔活動内容〕 
 ○ テーマ「地域で働く障がい者の紹介」 
 ○ 取材～編集～原稿作成の手順をルール化 
   （委員の役割明確化、スケジュール管理、書式作成）  
 ○ 記事のホームページへの掲載 
 
〔次年度へ向けて〕 
 ○ 言葉・発信の苦手な方への取材のあり方の検討 
 ○ 取材マニュアルの作成 
 ○ ホームページへの動画掲載 
 ○ 構成メンバーの拡大 
 


